
三セクによるＷｉ‐Ｆｉ環境整備と
防災利用について

平成２９年１１月２日

安来市

山陰ケーブルビジョン株式会社



安来市
人口 ３９，５１３人（平成２９年９月３０日現在）
面積 ４２０.９３㎢
市の木 竹
市の花 桜
市の鳥 白鳥
市の魚 どじょう

はじめに

安来市の紹介



 安来節

 清水寺

 月山冨田城跡

 足立美術館 etc…

安来市の観光



 平成２３年 安来市ブロードバンド通信網整備完了

 同年 安来市と山陰ケーブルビジョンの間でブロードバンド通信網

のＩＲＵ契約を締結

 平成２４年 安来市と山陰ケーブルビジョンによるブロードバンド通信網

を用いたＷｉ‐Ｆｉ環境整備の検討を開始

 平成２６年６月 中国総合通信局へ山陰ケーブルビジョンより公募申請書提出

 平成２６年７月 交付決定

 平成２７年２月 安来市と山陰ケーブルビジョン間で運用に関する協定書に調印

 平成２７年２月 施工完了

 平成２７年３月 利用に向けて住民周知、運用開始

経緯



目的：便利で快適な情報通信サービスを安来市内どこでも使えるようすことによる

情報通信の地域間格差解消。

概要：行政からの情報伝達、高速インターネットサービス、地上デジタルテレビ放送

などが利用可能に。

安来市によるブロードバンド通信網整備

ブロードバンド通信網を整備したことにより
Ｗｉ‐Ｆｉ整備の下地ができた





 平成２３年 安来市ブロードバンド通信網整備完了

 同年 安来市と山陰ケーブルビジョンの間でブロードバンド

通信網のＩＲＵ契約を締結

 平成２４年 安来市と山陰ケーブルビジョンによるブロードバンド通信網

を用いたＷｉ‐Ｆｉ環境整備の検討を開始

 平成２６年６月 中国総合通信局へ山陰ケーブルビジョンにより公募申請書提出

 平成２６年７月 交付決定

 平成２７年２月 安来市と山陰ケーブルビジョン間で運用に関する協定書に調印

 平成２７年２月 施工完了

 平成２７年３月 利用に向けて住民周知、運用開始

経緯



 平成２３年 安来市ブロードバンド通信網整備完了

 同年 安来市と山陰ケーブルビジョンの間でブロードバンド通信網

のＩＲＵ契約を締結

 平成２４年 安来市と山陰ケーブルビジョンによるブロードバンド

通信網を用いたＷｉ‐Ｆｉ環境整備検討を開始

 平成２６年６月 中国総合通信局へ山陰ケーブルビジョンより公募申請書提出

 平成２６年７月 交付決定

 平成２７年２月 安来市と山陰ケーブルビジョン間で運用に関する協定書に調印

 平成２７年２月 施工完了

 平成２７年３月 利用に向けて住民周知、運用開始

経緯



 平成２４年夏

安来市情報政策課より山陰ケーブルビジョンに対して、やすぎどじょっこテレビの

民間サービスとしてのＷｉ‐Ｆｉ整備の可能性について打診し検討を開始。

 平成２５年夏

山陰ケーブルビジョンより安来市に対し、本市の地域活性化の一環としてやすぎ

どじょっこテレビによるＷｉ‐Ｆｉ整備の計画を提案。

その後、安来市情報通信網の所管課である情報政策課と事業化に向けて検討を

開始。

 整備主体 ： どじょっこテレビ

 ランニング費用： 協議

Ｗｉ‐Ｆｉ環境整備検討の経緯



 平成２６年５月

総務省が「防災情報ステーション等整備事業（補助金）」を２５年度補正予算と

して２次募集開始。山陰ケーブルビジョンと安来市の関係各課により、山陰ケー

ブルビジョンと整備計画、運用指針について協議を開始。

 平成２６年６月 中国総合通信局へ山陰ケーブルビジョンより公募申請書提出

 平成２６年７月 交付決定

 平成２７年２月 安来市と山陰ケーブルビジョン間で運用に関する協定書に調印

 平成２７年２月 施工完了

 平成２７年３月上旬～ 利用に向けて住民周知、運用開始

Ｗｉ－Ｆｉ環境整備推進と事業開始



設置目的
 災害時に避難所等での適切な情報伝達手段を確保するため。

 地元住民はもとより、地元に馴染みのない観光客等の災害時等に生じる不安の緩
和を図るため。

（災害時ではなくてもメールアドレスの登録により誰でも無料で利用できる。）

設置箇所
 安来節演芸館（指定避難所）に屋外型「防災情報ステーション」１基を設置。

 安来市内の指定避難所等、約７０ヶ所に屋内型「無線ＬＡＮ（Ｗｉ‐Ｆｉ）のアクセスポ
イント」を設置。

事業概要



（山陰ケーブルビジョン）防災情報ステーション等整備事業・事業概念図

全体概要

・避難所や一時退避施設など有事の際に情報提供を必要とする箇所に無線ＬＡＮ環境を整備し、災害時の情報支援を行う。

要点

・自治体の持つ災害関連情報の提供、緊急事態時の重層的なインターネット接続手段の一環を提供することを可能とし、防災・減災に資する地域防災
計画の一要素とする。

事業概念図

どじょっこWi-Fi
市役所・支所

高等学校（指定避難箇所）

安来節演芸館に無給電でも２日間運
用可能な太陽光パネル付き防災情報
ステーションを設置。

交流センター・集会所（指定避難箇所）

ショッピングセンター等
（一時退避施設）

小中学校（指定避難箇所）

やすぎどじょっこテレビ局

センター設備を設置

無線ＬＡＮによる情報配信
○バックボーン回線は、既設のＣＡＴＶ
光回線を活用。

○配信内容は、平時は行政･観光情報
を、有事の際は災害情報、避難関連情
報等を提供予定。

○平時はＣＡＴＶにて地域イベントの中
継も可能。

赤枠内は補助対象として申請するもの

山陰ケーブルビジョン（株）

有事の際には避難情報や災
害情報を発信。平常時は観光
情報や地域のイベント情報等
を提供。

安来節演芸館

避難所等に屋内型の固定式
アクセスポイントを６９台設置

避難所等に屋内型の固定式
アクセスポイントを６９台設置
し、平時はＣＡＴＶにて地域
イベントの中継も可能。

一時避難施設にアスセスポイントを整備
し、災害時の安否確認や情報収集のた
めのインターネット接続手段として活用。



屋外型「防災情報ステーション」



屋内型「無料ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）のアクセスポイント」



 やすぎどじょっこテレビ局は、安来市とのＩＲＵ契約により、安来市のブロードバンド通信網を用いた

ケーブルテレビサービスを平成２３年１０月から提供しております。

 この間、安来市行政告知放送の保守やテレビによる地域放送、データ放送の利活用など、防災への
地道な取り組みを行って参りました。そして現在、更なる安全・安心な暮らしづくりを目指し、安来市と
の協力により、総務省の「防災情報ステーション等整備事業」を活用し、やすぎどじょっこテレビ局が第
三セクターとして、安来市指定避難所等７０カ所にＷｉ‐Ｆｉスポットを整備中です。このたび、３月中旬ま

でに運用開始の予定となりましたので、今後の管理運用に向けた協定を、下記の日程で開催いたし
ます。

 大規模災害時の発生時には、携帯電話や固定電話は回線が混雑して繋がりにくくなる傾向がありま
す。そういった状況下において、「情報伝達」や「情報収集」の代替手段として、無線インターネット回
線は比較的繋がり易く、災害時の通信の迂回ルートとしてその役割が期待されています。このたびの
取り組みは、昨今の全国的な災害発生を受け、住民の防災意識が高まる中、自治体のみならず私た
ちも放送事業者として、災害時の対策・対応の強化を真摯に取り組む必要に迫られている状況にある
と認識し取り組んでいるものです。

 Ｗｉ‐Ｆｉスポットについては、平時にあっては市民の利用はもとより、観光客、中でも外国人観光客の情

報入手手段としての利用も見込まれます。また、認証機能を用いて接続時間等について一定の制限
をかけるなどセキュリティ確保の必要がありますが、災害発生時には、避難所が開設されている期間
を基準に一般に開放します。

参考１ 報道発表概要（Ｈ２７．２．１７）



参考２ 新聞記事及び目印


